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ヘミングクエイを中心とする
ロスト・レエネレイシヨンについて
On The T~ost Generation led by 
Hen1ing＼司ray
大 フに材t
?
筆者は「律神J36号にてへミングウェイの「生及び死なるものJにつき
その作品を通して概説的に述べたのであるが、今回は、彼を一躍有名にし
た作品「陽は又昇る」（］、hesun also risぉ）の中心的シチュエーシヨ ン
を形成する 「ロ ス トジエネ レイ シヨン」について、少しく考究して見ょう
と思う。
A.彼は「トロ ン ト・ デイリースタ 」ー 「スタ ・ー ウイクリー」の、欧州、｜
特派員として、本悶を離れ巴里居住の、所謂「国籍地棄者」の群に入 っ
た。ガー トルウド・ スタインの所に出入し、巴里在住の文学仲間と交際し
た。この一群の若い世代を、スタインは、 「失われた世代」 (Lost Gen-
era ti川〕と呼んだ。彼等は、第一次大戦後の廃l賓の中に立ち、廃I鹿なり、
絶望なりを、 そのま L直視し、古きもの、前近代的アメリカを見すて人
精神の新生を求めたのである。猶ケイジンは、ロス ト・ ジエネレイシヨン
について、次の机Iく述べて店ー る。
It was a fa ~ eful loss and p~rhaps a willing loss, notragady for 
;:hョm there, but it wa; a part of the cコnvictionby which they 
·.vro t ~ and exp~rieロc :d th3 world, as with different senses, which 
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gave them so epic a self-consciousness.-A.Kazin: 
On Natiue Ground P 255 （「棲神」 36号参照〉
猶 JamきsD. Hartは次の如く述べて居る。
Lost Generation, name applied to tl1e disillusioned intelJec ~uals 
of the y2ar following the First World War, who rebelled against 
former ideals and values, but could rnpJace them only by de忌pair
or a cynical hedonism. The remark of Gertrude Stein，’You are 
all a lost generation’， addres3ed to Heningway, was used as a 
preface to the latter’s novel，’The Sun Also Rises, which brilliantly 
describes an expatri2 te group typical of the ’Lost Generation人
-JameョD. Hart. The Oxford Companion to ArnきricanLit erature 
p 435. 
B. 彼を一躍有名にした作品「陽はまた昇る」（TheSun Also Rise3) 
が世に出たのは、 1926年10月であ った。ヴアレンシア（Valencia）で起稿
して以来九ヶ月 を要した。此れは、 青年層に対しては、異常な影響を与
え、書き振りを真似るのみか、へミングウェイの歩き方迄真似、作中人物
の会話迄真似たのである。此の作品の属するロス ト・ ジェネ レー シヨンの
生態がよく 描写されて居り、その序文に、スタ インの（Youare all a 
1st generation) と云う言葉がある。
作者は、ニヒリ ズムの代弁者と言はれて居るが、しかし、此れは文学効
果の問題であ り、 作者自身が 「ニヒ リスチック」とは言えないと思う。む
しろ此の作品中に見られる作者の思想、は、躍動的である。此の点に関し、
カウリは次の如 く述べて居る。
It is a le.->s despairing bo::>k than critics like to think: at timeョ
it is a gay, friendly, even exuberant.-M.Cowley: The Portable 
Hemingway. 
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接続詞 andを無造作につらねての、平易な単純な短い構文である簡約さ
れたセンテンスは、 革新された精神と表現を物語るのであり、 印象を直I妾
読者が経験して居るかの様な状態、で受け取る事が出来るのである。所謂、
「へミングウェ イ会話」 と言はれる様に、日常会話をそのま L採用した表
現方法は、へミングウェイ・ スタ マルの有力な特徴である。 そして、その
中に会話の主人公の思想、 感情を、組合して居るのである。 これは旧世代
の文学に見られない表現方法である口ヤングの言葉を借りると次の様にな
る。－tohave an ear for the sound of human speech that is as 
sensitive as his nose for the smells of animals or as acute as the 
eyes of his father for birds.-Ph.Young: Hemingway.P 175 日本
文に訳すと、 「動動の匂をかぐ鼻に劣らず敏感で、小鳥を見つける父親の
眼と同様な鋭敏な耳を持ち、それで人の会話の音をと らえる。」 更にヤン
グは、次の様に云って居る。 The customary substitutes for the past 
of the verb 11say1 are scrupulously avoided:-Ph. Young 〈「云う」
と云う場合、 say を多く使月3し、lrJ意語の技巧にとらわれる事をしない
のである。〉
C.次に作品の構成を述べるならば、 全篇が二三部lこ分れて厨り、第 一音15
(Book I）は第一次大戦後の巴里である。そこでは LostGenerationの
群の、無為と放蕩の風景が展開されてL、る。
主な登場人物を述べるならば、
ロパーン・コーン（RobertCohn）→ユダヤ人で劣等感をのがれ るた
め、ボクシ ングをや った男、初婚に失敗し、雑誌編集で知 り合 ったフラン
シス（Frances）とノミリー に来ているが、賄事lこ熱中して、 フラ ンシス と
結婚する意志はない。
ジエイク ・パーンズ (JakeBarnes）→キヤ ンサス ・シティからやって
来ている新聞記者、コー ンとはテニス仲間で、酒場を飲み歩く 。
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ロパート ・プレンテイス（RobertPrentis）→ニューヨークからやって
来た新進作家。
ジジ（Zizi）→自称男爵で、ギ リシヤ人肖像画家、毎日遊んでいる。
ハーヴエイ ・ス トー ン（HarveyStone）→競馬や賭事に熱中している。
ジヨル ・ジェット（Georgate）→淫売婦。
ブレツ ト・ アシユレ（B re ttAshley）・→酒場と男たちの聞を遊びくらす
女。
ピル ・ゴ一トン（BillGorton）→ジエイクの友人でアメリカからやって
来たばかりで、彼等の放蕩振りに驚く 。
物請は、ジエイク ・バーンズが主役として進展する。彼は戦傷を受け、
性的不能者である。ブレツトの友人で恋人だが、それ以上の者になれず、
戦争の不幸をまともに浴びた様な男である。相手のブレツトも同様に戦争
の影響を受けて居る。彼女は、戦時中特志着護婦として野戦病院に居た。
ジエイクとは病院以来の知合いである。マイク ・キヤンベル（MikeCa-
mp bell）と恋愛関係に入って、 間もなく結婚する予定だ。 ところがジエ
イクの紹介で、ブレツトと知り合ったコーンは、彼女を愛する様になる。
プレツトは、英国に居るマイクが来るので、男たちと離れ一人サン ・セ
パスチアンへ行くが、コーンは彼女を追った。
第二部（BookIT）は巴里からスペインへと、場面は移る。ジエイクは、
アメリカから来た友人のピルと、バンプロ ーナ（Pamblona）の闘牛見物
に行く。途中でコーンと会うが、彼と別れて、ピレネイ ｜地に旅行をして
五日の後、バンプローナのホテルに落ち着く。その時すでにコーンは、プ
レツトをサン ・セバスチアンに追って行き、関係していた。英国から来た
マイクは、コーンをはげしく罵った。その時一週間夜昼ぶっ通しに踊り歌
う国民祝祭（Fiesta）であった。熱狂した風景の中で、ブレツ トは、コー
ンをきらい、若い闘牛師ペドロ ・ロメロ（PedroRomero）と恋におち入
( 11) 
る。捨てられたコーンは、ジエイクを誤解してl投り合い、ロメ ロの古15）互
に、ブレツトを見出すと、ロ メロともl投り合いの活劇を演ずる。ロメロと
ブレツ卜は、馳落ちをし、コーンは失望して巴里の妻のもとに帰り、 マイ
ク、ピル、 ジエイ クの三人が、ホテルに残る。
第三部（BooKm）は、結末を示す一章の 1=1＂で 、場而は急転回する。三
人は、それぞれ帰路に着くが、 ジエイクは途「｜こ1別れて、サン ・セパスチア
ンへ行く 、そこにマ ドリードのブレツ トから電報が回送されて来る。行っ
て見ると、ブレツトは、すでにロメロと別れていた。彼女は、孤独と悔恨
の思いをジエイクの腕に託した。 二人は太陽の輝くマドリー ドの街に出て
行く。
D.文の構成は、大体以上の如 くであるが、ブレツ 卜、 マイ ク、コーンと
云う関係に於て、情景は混乱 し、府無の陰影を帯びて来る。又、 ジエイ
ク、ピル、 ロメロの結ぶ関係に於て、精神の躍動を覚える。所謂「生なる
ものJと、 「死なるもの」の対照を見るのである。一（「棲神J36号参照〕
ジエイクとビルがピレネ一山地へ旅行した時の、新鮮な幸福感縮れる文
を、次に述べて見ると、
It was a beech wood and the trees were very old. Their roots 
bullζed above the ground and the branches were twisted. We 
walked on the road between the thick trunks of the old beeches 
and the sunlight came through the leaves in light patcheョonthe 
grass. 
The tree were big, and the foliage was thich but it was not 
gloomy. There was no uuder growth, only the smoth grass, very 
green and fresh, and the big gray treョswell spaced as though it 
were a park.’This is country’. Bill said. (ChaP .XII) 
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（其れはブナの本の森で、木々はひど く古かった。根は地上かさばり、校
は曲 っていた。私たちは、プナの古木のJ恥 、幹の聞を道に沿って歩いた。
太陽の光は、明るい縞模様をつくって木の葉の問から草の 1:.1こ、ふりか L
った。
木々は大きく、 mみは）早かった。しかし、陰気ではなかった。下生えも
なか った。ただなめからな草が、非常に背く 、生き生きとして居り 、大き
し、灰色の木も、ゆった りと問があり、丁度それは、公園の様であった。
「これは郊外だねJと、ビルは云った。〉
此の山地は、彼等に取って郊外の様に新鮮で、清潔な世界であった。コ
ーンから も、 プレツ トから も、何も云って来なかった。
(There was no word from Robert Cohn nor from Brett and 
Mike.-Chap XII) 
次に有名な「闘牛」 の場面が展開する。 躍動するロ メロが居るの でーあ
る。
He profiled directly in front of the bull drew the sword out of 
"he folds of the mule ta and sighted along the blad~ . The bull 
watched him. Romero spoke to the bul and tapp~d one of his feet. 
The bull charged and Romero waited for the charge, the muleta 
held low, sighting along the blade, his feet firm. 
Then without taking a step forward, he became one with the 
bull, the sword was in high between the shoulders, the bull had 
followed the low-swing flannel, that disappeared as Romero Ju-
rched clear to the left, and it was over. 
反面「死なるもの」の姿が初律する。 「結ばれない恋」を恋するジエイ
クの空しさがそれであり、フランシス と結ばず、ブレツ トの恋に破れるコ
ーンもそれであ り、ピルも叉次の様な言葉を残して、故郷アメ リカに去っ
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て行く。 「そいつは、他国の話で、その に すべての動物は、死んでい
る」－＇Thatwaョinanother C)untry', Billsaid', and b3sides al the 
animals were dead'.-Chap VJl. 
ブレツ トは、徹底した異教の徒であ り、 彼女は、一群の仲間を 「私たち
の仲間」と云い、 この仲間以外とは交際しなh、。パンプローナに行った時
国民祝祭が始ま っているのだが、ジエイクが彼女を、教会につれて行かな
いのは、 そのためである。彼女の最初の夫は、 赤痢で死んだ。木当の恋だ
ったのである。 即ち
(Her own true love had just kicked of with the dysentery. 
Chap.V) 
その恋が破れた後は、 信ずるものがなくなった。後アシユレを信ずる事
がtl:l来ず、離婚してマイクを求めたのであるが、とに角不信と空虚の仁l'を
初律する彼女の姿は、戦後の病める姿であり 、戦後の！拒無というものであ
った。その背後には、 戦争が有り 、不幸な過去が有った。そ して初得する
姿は、 「実らない恋」と知 りながら、ジエ イ クを ：!l~するのである。 （ロメ
ロに興味を持ったのは、 彼女の 「不信」を救 う「英雄」 を見ょうとしたか
らである。〉 （石一郎、 へミングウェイ研究P52）しかし、彼女は、男
を不倫の世界へ引きず りこむ事を避けて、去らしめるのである。そこに彼
女の純粋と普良を見るのである。終りにジエイ クの所に来て 「空しい力J
で201仕紀の運命を、支えようとするのである。そして、次のジエイクとビ
ルの会話の中に、へミングウェイの、初f皇の姿を見るのである。 即ち 「そ
うだ、始終何か Y起っている」と云うジエイクに対し、ビルは、 「そんな
事、誰も信 じゃしない、 すばらしい夢魔みたいなものだJこれに対しジエ
イクは、 「L、や、自分は何かを信ずる。夢魔もふくめて」
'Yes,' I said: 'something doing all the timゲ ．
You wouJdn’t believe it. It’s like a wonderful nightmare.’ 
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Sure, I said. 'I'd believe anything. Including nightmares. 
そして、感傷を捨てようとするへミングウェイの、意識的努力にかけま
らず、やはり、彼は、此の感傷の域から、脱つする事は、出来なかった様
である。
E.次に LostGen3rationと密接な関係に有る作家を考究して見ると
Lost Generationの文学を深く成長させた者に、FaulknerC1897－）が
居る。
彼は大戦で、飛行隊に加わり 、終戦間際に負傷した。その処女作は、
Soldiers’Pay (1926）で、動物的な肉慾の渦まく、南部人の社会が描かれ
ている。しかし最も重要な価値を もつものはTheSound and The Fury 
C1929）である。これは極めて、 realな感銘と、微妙な芸術の香気をも
っ作品である。彼の作品は、 へミングウェイが、アメリカを顧みないのと
反対に、南部のIHJ”Jefferson“に集中する。時代は、南部貴族の盛時か
ら、現代迄伸び、没落する貴族と、新興の実業階級の交渉を主とし、そこ
に；nr;智で、純情なネグロや、卑少な人間たちが出没する。 Faulkner は
Hemingway と違い、言葉多 く、 しばしば冗雑であり、又刺戟や、 トリ
ックを濫用する。彼は個人と、社会の両面に、悪の存在を見、 その相を独
特な、醜悪の芸術に抑iき出している。とにかく Lostgeneration的なも
のを、どこ迄も追求してやまないのである。
他にF.Scott Fitzgerald (1896-1940)が居る。
彼はミネソタに生れ、 Princeton に学んだが、 1917年海軍に入った。
その軍務の余暇に書いたのが、 Thisside of Paradiseである。これは当
時の青年の心理を、よく 描き出して居り、彼の文壇的発足を保証すると共
に、又彼の享楽生活を開始したものであった。当時の NewYorkの富と
快楽を、追いつ人しかも破滅と、死を予感する生活は、作品TheBea-
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utiful and Damned C1922）に描かれている。 TheGreat GastsbY ( 19 
25）は NewYorkの富の｜世界を、背景に、主人公の物慾と、その没落が
拙iかれるが、これは、破滅の歌であると共に、又それなりに、一つの肯定
的価値、 生きる情熱を現わしている。外に Tenderis the Night( 1934) 
がある。これも、 彼の預廃感の深い原因を、追求しよ うとしたもの であ
る。
次に、 BenHecht (1894－） は、 NewYorkに生れ、ヴオイオリ ンを
う＇F－き、軽業師として、放浪し、後 Chicagoに栄えたボヘミアンな文学の
仲間に入った。その代表作は、ErickDoam C192Dである。 これは、 シ
カゴのジャーナリ ス トを主人公とし、その愛慾の姿を擢j＼、たものである。
又 CarlVan Vechten C1880－）は NewYorkで音楽演劇の批評家
として出発し、後小説界に入った。その作、 PeterWiffJe C1922）は、当
時のデカダンスを、皮肉な才筆を以って、描写 した。又作品NigerRea-
ven (1929）は、NewYorkの Negroの一郭 Harlemを舞台として、
:/i'j＼、たものである。
他に LouisBromfield C1896-) がある。彼も戦場から放浪の生活に
入 ったが、パ リー の文化に執着する事なく 、北仏の田舎で、 1923年より 19
39年迄、農民の生活を過した。彼は、フラ ンスの農村には、アメリ力的資
本主議文化にない、 貴重な不変性が、あると思 って居たのである。第二次
大戦で、アメリカに帰っても、故郷 Ohioの谷間に自分の世界を求めた。
その作品は、TheGre21n Bay Tre21(1924）を第一部とするIZ9部作Escape
(1924-7)がある。 此れは、様々なアメリカ生活を通して、伝統と因襲
からの 「逃避」 を、主題にしたものである。又 TheRains CamコC1937)
Night in Bombay C194Q)では、エキゾチックなインドの、風物や、習
慣を、ロマンチックな物語の中に、印象的に、述べたのである。
作品 Parkington( 1942）は、アメリカ実業界の女傑というべき特異な
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女の、生流を抑1＼、たものである。又 PleasantValley ( 1949）は、 i皮の故
郷 Ohioの、興味深い印象記である。
E Lo3t Generationの反映
Lost Gsnerationの作家たちは、1930年代から現代迄、その活動を延ば
しているのである。そ して、新しL、世界文学として、アメリカ文学の成長
に、役立 っているのである。然し1929年10月の NawYork株式市場の大
恐慌は、非常な社会不安を来たした。この為、本国を離れていた L::>st
Generationの作家達は、本国からの送金を断たれて、大部分帰国した口
しかし、待って居たものは、苦い、生活であった。文学者失業対策が有る
には、有 ったが、極めて貧弱な ものであった。
こうした状勢の為に、文学自体の傾向が次第に左翼化して行ったのであ
る。この傾向は既に1920年代の享楽時代にも、底流していたのであり、
Lost Generationの示した傾向も、大戦の直接な打撃だけでなく、大戦
前から発生してし旬。産業主義の強勢による個人的人間性の、喪失と云う
事実が、影響して居ると思はれる。
Mory Heaton Vorseの Strike:A Novel of Gastonia C193Q) を始
めとして、労賃わ闘争や、労資者の困苦を主題にした作品が、つぎつぎ発
表された。
団体活動として、 John Reed clubが盛んになり、大都市に支部を置
き、雑誌発行や、宣伝に活動した。 此れは35年に解体され、代って、 Lε－
ague of American Writersが出来た。これは自由主義的文学者をも包
合し、 1937年のスペイン内乱の時、民主々義側のために、熱心な声援を し
た。こうした革新的、社会主義的傾向は、文壇の広い範囲にわた り、広ま
って行った。 結局文学が、社会或は国家の動向を、常に意識に入れる様に
なったのである。 C38.8.20) 
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